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Background-Recently, adult10nSet diseases have become more common in the Japanese population. Such
diseases include ischemic heart disease, cerebrovascular disease, diabetes and its complications, severe hyper-
tension, and cancer. In Japan, the overall mortality rate from these adult10nSet diseases is 60.9%. Further-
more, these diseases account for about one-third of the nation's medical expenditure. Adult-onset diseases are
often considered to be lifestyle- and habit-related. However, this concept does not explain the mechamisms of
all such diseases. A new hypothesis-that fetal disorder of nutrition leads to hypertension, and obesity ln later
life-is now in the spotlighL This hypothesis suggests that we canprevent adult-onset diseases by taking ac-
tion early in life. Many papers have shown the effect of birth weight (BW) on the occurrence of adult-onset
diseases. However, there is no consensus, especially in regard to the relationship between BW and blood pres-
sure(BP).
Objective-Theaim of this study was to review the relationship between BW and BP in the published liter-
ature.
MethodsIA computerized search of papers was performed on PubMed by uslng the key words "BW" and
"BP". We reviewed 63 papers and the related statistical data.
Results-The maJonty of humanstudies that we analyzed reported an inverse relationship between BW and
BP血`om the age of6 weeks. However, this relationship was not apparent up to age 6 weeks. Allanimal stud-
ies that we reviewed reported an inverse relationship between BW and BP
Conclusion-BW and BP are probably inversely related.
背　　　景
近年,日本では生活習慣病患者が増加し, 20
歳以上において,予備軍を含めると男性の
49.4%.女性の17.2%が生活習慣病である1'｡生
活習慣病が重症化すると,虚血性心疾患･脳血管
疾患･糖尿病･高血圧疾患･悪性新生物などを引
き起こす危険性があるが,日本の虚血性心疾患･
月茜血管疾患･糖尿病･高血圧疾患･悪性新生物の
死亡率は60.9%にのぼり2),日本人の3人に2人が.
これらの疾患により命を落としていることにな
｡また,これらの疾患の医療費は. 10.4兆円に
のぼり,実に全医療費の約1βーを占める2)｡この
ような現状から,生活習慣病増加に対し,警鐘が
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ならされている｡
生活習慣病には.高血圧症･糖尿病･高脂血症･
動脈硬化などがあるが,従来,生活習慣病発症は
遺伝素因･生活習慣の影響が大きいといわれてき
た｡しかし,同様の生活を送っても発症しやすい
人とそうでない人がいるなど,従来の説では説明
しきれない部分があり,昨今では"胎生期の低･
過栄養および乳幼児期栄養状態が,出生後の生活
習慣病発症に関与する"という説が注目を浴びて
いる｡この説の起源は, "胎生期の低栄養が,出
生後の生活習慣病発症に関与する"という説(Fe-
tal Origins ofAdult Disease説: FOAD説)にある｡
FOAD説は,胎生期栄養状態と生活習慣病発症の
関連に着巳する説であったが,研究が進むにつれ.
胎生期栄養状態のみならず乳幼児期栄養状態も加
えた栄養環境が生活習慣病発症に関与すること,
つまり,胎生期･乳幼児期両者の環境の相乗効果
が出生後の生活習慣病発症のリスクをプログラミ
ングするということが示唆され, "胎生期の低･
過栄養および乳幼児期栄養状態が,出生後の生活
習慣病発症に関与する"という説に発展した｡
現在では, "成人の健康･疾病は胎芽期,胎児期,
新生児期の栄養状態が決定する"という概念とし
て大き　くDOHaD説(Developmental0rigins of
Healthand Disease説)に統合されているが,既
述の"胎生期の低･過栄養および乳幼児期栄養状
態が,出生後の生活習慣病発症に関与する"とい
う説は,このDOHaD説の一部である｡
"胎生期の低･過栄養および乳幼児期栄養状態
が,出生後の生活習慣病発症に関与する"という
説に従えば,妊婦への栄養指導等を通し,極めて
早期に,次世代の生活習慣病予防対策がとれる可
能性を示唆している｡
この説の妥当性を検討するため,出生体重と高
血圧･糖尿病などの生活習慣病の関連について研
究が行われてきた3･4)｡しかし,とりわけ"出坐体
重と血圧の関連"については.いまだ十分なコン
センサスが得られているとは言えず, "出坐体重
と血圧は負の相関を有する,出生体重が小さいほ
ど血圧が高くなる"などの報告3)もあるが,それ
を否定する知見5)もある｡また,日本では生活
習慣病のうち高血圧症患者数が特に多く,日本国
民の約1βにあたる3,970万人が高血圧症患者で
ある1)｡加えて,日本の2008年度の巨大児出生
割合は男児で1.2%,女児で0.6%であるものの,
低出生体重児出生割合は約10%であり6',他の
先進国に類を見ないほど高い7)｡ヒトにおいて.
胎児期栄養状態の出生体重への影響程度に関する
エビデンスについては議論の余地があるものの,
現時点では.出生体重は胎生期栄養状態を表す利
用可能なパラメータの1つだと考えられる｡現在,
日本における低出生体重児･巨大児出生割合の総
計は約11%に達しており,もし低･高出生体重
と高血圧が関連することが事実であれば,日本で
はその関連性は著明に現れると予測される｡以上
から,出生体重との関連が示唆されている生活習
慣病のうち"高血圧"に着目し,出生体重･血圧
の関連と,この結果に影響すると思われる血圧測
定方法を明らかにし,今後のこの分野の方向性を
考察することを目的として文献レビューを試み
た｡
研究方法
birth weight, blood pressureの2語をキーワー
ドとして検索し得られた出生体重･血圧に関する
知見63件を分析したo　ヒト･動物における報告
別に出生体重･血圧関係を分析したが,ヒトでの
報告は, LawCMのレビュー3)に基づき.年齢別
に分類した｡また,ヒトにおける報告では,血圧
測定方法が結果に影響すると考えられるため,血
圧測定方法についてもまとめた｡
結　　　果
1.ヒトにおける報告
1)出生体重･血圧関係
生後6週未満では.分析9件中7件で出生体重
が大きいほど血圧が上昇する関係.すなわち"正
の相関"と報告があり. 9件中2件で出生体重が
小さいほど血圧が上昇する関係,すなわち"負の
相関"と報告があった｡生後6過以降1歳未満で
は,分析を行った2文献で"負の相関"と報告が
あった(表1)｡幼児期･学童期では.分析11件
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表1.乳児期(出生～1歳未満)における出生体
重･血圧関係
FirstAuthor ?ｩ.??ｸ,ﾂ?o生体重と 収縮期血圧の 関連 
発表年 僖驃?
LawCM 19938' DeSweitM 19929) 的?｢?奄ﾌ相関 
6週 儿?ﾉ?ｭb?
6か月 儿?ﾉ?ｭb?
LenoreJLauner 199310' ?暈?ｳの相関 
3か月 儿?ﾉ?ｭb?
MatthewW Gillman 20041日 疲Wv&??正の相関 
LeeY-H 197612' ?ﾓI?｢?ｳの相関 
VersmoldHT 199113' ?ﾓ?鳧ｭB?ｳの相関 
HulmanS 199114) ?ﾓ9?｢?ｳの相関 
ContisG 196315ー ???ｳの相関 
0'SullivanMJ 199616) ???ｳの相関 
HollandFJ 199317) 偬?h鰾?奄ﾌ相関 
中10件で"負の相関"と報告があった(表2)0
ただし, 1件で出生体重が小さい群･大きい群の
両群で血圧が上昇する関係,すなわちU-shape
と報告があった｡思春期では, 8件中2件で"男
女とも負の相関", 3件で"男性のみ負の相関", 1
件で"極低出生体重児は通常群に比して血圧が有
意に高い", 1件で"関連なし", 1件で"正の相関"
と報告があった(表3)｡成人期では,分析11件
中10件が"負の相関"と報告し,1件で"関連なし"
と報告した(表4)｡また,成人期は年齢の上昇
に伴い平均収縮期血圧の上昇がみられた(図1)0
2)血圧測定方法
血圧測定結果に影響を与える因子として,
①測定者②測定機器③カフサイズ④測定
時の状態⑤測定姿勢⑥測定部位⑦安静保持
表2.幼児期(1歳以上6歳未満)および学童期(6
歳以上12歳未満)における出生体重･血
圧関係
FirstAuthor ?ｩ.??ｸ,ﾂ?o生体重と 収縮期血圧の 関連 
発表年 僖驃?
LawCM 1993&' 滴ﾜ?負の相関 
be,n30LrOFJLauner 滴ﾜ?U-shape 
LawCM 釘?ﾓB纔ﾜ?負の相関 
199118) ?i[ﾘｼ??ﾜ?
;9H89Wincup 迭ﾓr綛ﾜ?負の相関 
MooreVM 1996201 嶋ﾜ?負の相関 
TerrenceE Fbrrester 199621) 澱ﾓ?ﾜ?負の相関 
StephanieJC fss1702E, 唐ﾓ?ﾜ??[ﾘｼ??Chﾜ?負の相関 
BarkerDJP 198923) ???負の相関 
LawCM 19938' DeSweitM 19929} ???負の相関 
T,i5P2ePpPH 迭ﾓxﾜ?負の相関 
20.J.07!!?kar 塗ﾜ?負の相関 
時間⑧血圧測定回数(9血圧算出方法が考えら
れるが, 1.-1)で出生体重と血圧の関係を分析し
た39件中,これらの9項目のうち6項目以上を
記述している20件をまとめた(表5)｡
(1)測定者
測定者を記述した論文は20件中15件であっ
た｡
(D　測定者職業
15件中11件が医療職, 1件が研究者本人, 2
件が職業不明, 1件が記録から情報を得ていた｡
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表3.思春期(12歳以上18歳未満:11歳以上
を思春期としている国もある)における
出生体重･血圧関係
FirstAuthor ?ｩ.??ｸ,ﾂ?o生体重と 収縮期血圧の 関連 
発表年 僖驃?
WalkerSP 200126' 免ﾂﾓ?ﾜ?負の相関 
TerrenceE Fbrrester 19962l' 免ﾂﾓ?ﾜ?負の相関 
DanielS 199127､ ?xﾜ?関連なし 
SallyMacintyre ?Xﾜ?男性: 
19912器′ 剳奄ﾌ相関 女性: 正の相関 
SteVensonq ?Xﾜ?超低出生体重群 
200129) 凾ﾅは.通常に比 して血圧が有意 に高い 
MacintyreS ?Xﾜ?男性のみ 
1991:"' 剳奄ﾌ相関 
NilssonPM ?緯?男性のみ 
199731' 剳奄ﾌ相関 
MatthesJW 1994:j2' 兌ﾘｼ?R繆ﾜ?正の相関 
②　測定者の人数
15件中10件で2人以上2件が1人で測定に
あたっていた｡ 3件は未記述だった｡前者では,
測定者が正確に血圧測定を実施可能であるため,
測定結果に個人差を生じないことを前提としてい
た｡一方,後者では,血圧測定の個人差を生じさ
せないことを目的としていた｡ただし,前者は測
定結果の信悪性を高めるため,他の1人が306人
の対象者のうち26人の血圧を再測定していた｡
③　測定訓練の有無･内容
15件中血圧測定訓練を事前に実施していたも
のは6枚　そのうち2件が訓練内容を記述し, 1
件が定期的技術チェックを実施していた｡
④　測定者の条件
測定時の先入観を除くため,産科データを見て
いない測定者が測定にあたると記述しているもの
が15件中4件あった｡
表4.成人期における出生体重･血圧関係
FirstAuthor ?ｩ.??ｸ,ﾂ?o生体重と 収縮期血圧の 関連 
発表年 僖驃?
Gerhard Gennser 1998:L'l■ ?緯?負の相関 
BarkerDJP 19892:i' ?hﾜ?負の相関 
LawCM 1993月ー WadsworthM 1985:"i ?hﾜ?負の相関 
HollandFJ 199317ー ?hﾜ?関連なし 
LawCM 鼎bﾓSHﾜ?負の相関 
19938- ?3CbﾓS?俐?
BarkerDJP 1990:i5' ?S?SHﾜ?
BarkerDJP 1990:" 鼎bﾓSHﾜ?負の相関 
LawCM 鉄蔦s??負の相関 
19938' ?3S蔦c2纔ﾜ?
HalesC 1991:肘 ?scBﾓs??
DaVidAL 鼎ゅbﾓS???負の相関 
1996:17' ?i[ﾘｼ?偵hﾜ?
T9g5tXPC" 鉄??負の相関 
WadsworthME 198539' ?hﾜ?負の相関 
LawCM 200240} ?(ﾜ?負の相関 
(2)測定使用機器
測定使用機器に関する記述がある論文は20件
中18件であり,自動･手動両群があった｡
(3)カフサイズ
20件中17件で記述があった｡乳児期では,坐
後2日～生後3ケ月で4cm,生後6ケ月で4cm
または8cmと報告があった｡幼児期および学童
期では, American Heart Associationが推奨する
もの,上腕周囲径に合うもの, 12cmと3種類の
記述があった｡思春期では.上腕周囲径に合うも
の,適切なもの,全例12cmの成人サイズ(15歳),
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small adult size cuffの4種類の記述があった｡成
人期では,上腕周囲径に合うもの, 12cmの2種
類の記述があった｡
(4)血圧測定時の状態
20件中11件で記述があった｡乳児期では,捕
乳･食事中でない,病気でない,覚醒状態,覚醒
しているが泣いていない状態,授乳30-90分後
でquiet sleepまたはactive sleepの状態で測定開
始と報告があった｡幼児期および学童期では,食
事中でない,病気でないとの記述があったが,価
例では未記述であった｡思春期･成人期では安静
保持後や問診後であった｡
(5)測定姿勢
20件中13件で記述があった｡乳児期では,記
述があるものは全て仰臥位であった｡幼児期では,
座位が3件,仰臥位が2件と報告があった｡思春
期･成人期では,全て廃位であった｡
(6)測定部位
20件中.右腕が10件.左腕が7件,末記述が
3件であった｡
(7)安静保持時間
20件中13件で記述があり, 5分, 10分, 15分,
60分.平均100分,問診時間と報告があった｡
安静保持時間は,同年齢でも統一されていなかっ
た｡
(8)測定国数
20件中, 1回が1件, 2回が8件, 3回が5件,
5回が1件,未記述が4件であった｡また,同一
研究で測定回数が統一されていないものもあっ
た｡
(9)血圧算出法
測定回数2回では, 4件が2回の平均, 1件が
2回目の測定値をとり, 2件が不鮮明な記述("2
回測定し正しい結果を算出する"という記述), 1
件が未記述であった｡同様に3回では, 1件が3
回の平均値, 1件が2･3回目の平均値, 1件が3
回目の測定値を採択し. 2件が未記述であった｡
5回では, 1件が4･5回目の平均値を採択してい
た｡
2.動物における報告
動物実験4144'で出生体重と血圧間に"負の相関"
があると報告があった｡とりわけ, 1件は低栄養･
低出生体重･高血圧の関連を示した41)0
考　　　察
1.ヒトにおける報告
1)出生体重･血圧関係
出生体重･血圧関係は,生後6過未満で"正の
相関"との報告が多数派であったが, "負の相関"
との報告もあり,統一されていなかった｡この理
由として,自律神経系発達の影響が考えられる｡
血圧調節の影響因子の1つに自律神経系がある
が,生後～約100日前後までは自律神経系のダイ
ナミックな変化が起こる45'といわれており.出
生体重･血圧の関連性よりも,日齢差や発達個人
差の影響が強く現れる可能性があると考えられ
る｡生後6過未満において,知見の統一が得られ
ない可能性がある｡
生後6週以降では,乳児期･幼児期で4歳を対
象とする論文で"U-shape",思春期で"相関なし'',
成人期で"相関なし"との報告が1件ずつあった
が,各時期で"負の相関"との報告が多数派であっ
た｡したがって,生後6週以降では"負の相関"
を示す可能性が高いと考えられる｡また.午齢上
昇により負の相関が強くなると言われているが3､,
この関係性は今回もみられ.成人期以降は年齢上
昇により負の変化が増大していることがわかる
(図1)｡特に.高血圧性疾患の年齢調整死亡率が
上昇する64歳以降46)で出生体重の血圧に対する
影響が濃厚になっている可能性がある｡収縮期血
圧を10mmHg下げることで死亡率が30%下がる
との報告もあり47㌧　死亡率減少の観点から血圧上
昇に影響する出生体重の管理が重要であるといえ
る｡
一方,胎生期過栄養のパラメータの1つである
高出生体重と血圧上昇の関連については,今回分
析を行った文献中では1件のみが報告し, "胎生
期の低･過栄養および乳幼児期栄養状態が.出生
後の生活習慣病発症に関与する''という説を十分
に裏付ける結果ではなかった｡出生体重と2型糖
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表5.血圧測定方法
First ?ｩ.??ｸ,ﾂ?決ｳ測定方法 
Author 僖驃?(∋測定者 ?Y?.浦H犬?
発表年 刧A測定機器⑦安静保持時間 
(動力フサイズ ?y?.亜?B?
④状態⑨血圧算出法 
⑤測定姿勢 
LawCM 的?｢?9着講師 ?X悩??
19938) 塗暈?Anon-inVasiVeparksDopplerultrasoundsys- 宙?YZ｢?
DeSweitM 塗*佇?temandrandomzerosphygmomanometer ?rﾒ?
19929' 刧B4日:4cm.6週:4cm.6ケ月:4cm または8cm ④晴乳.食事中でない,病気でない, 覚醒中(乳児は開眼を指標とし判断) ⑤仰臥位 ?ﾒ?
10歳 宙碑ｬXﾎﾈ蹌?む右腕 
②Dopplersystem 宙斐YZ｢?
③児の上腕周囲径に適当なカフサイズ ?rﾒ?
(12×36) ④食事中でない.病気でない (多産位 ?ぴ?
LenoreJ ???丑訓練を受けた4名の看護師(2週ごとに 宙ﾛｸ悩??
Launer ?*佇?技術チェックを継続した) ??bﾒ?
1993101 滴ﾜ?②Parks208ADopplerultrasounddevicecon- 宙ﾅC(??ｹn(鰾?
nectedtoarandomzerosphygmomanometer 宙ﾅI?ﾎ3?C｣(??ｹn(鳧/?ﾘｼ?
@4cm ?hﾎ385?罐?ﾓ#X?,俎8,?ﾓh?,ﾉdｹn"?
(彰覚醒しているが泣いていない状態 佇ｸ惠,ﾉ[ﾘｼ?粐騅8髦ｯｨ?ｯｨ,??(,HﾜX?,ﾈﾈﾂ?
(参仰臥位 傅?8箞*ｨ-ﾘ.x.ｨ+ﾘﾎ8,佇ﾈ?*ｨ?.?x.?ﾈ,Rﾂ?ﾘｼ?ﾈ/??X+ﾘ-?H*｢?h.???X+ﾙuﾉ?*｢?)Eﾈ,???ﾘ-??
MatthewW 疲Wv&??①- ?ﾒ?
Gillman 刧A- ?bﾒ?
20041日 僉- ?s???ﾃ｣X枹?kﾃ｣H枹ykﾃ｣8??
@- 添kﾃ｣(枹?kﾃ｣???ｨｭHｧX,Y?.?ｲ?
@- 宙ﾅHｦX?ﾉ[ﾘｼ??h.愉?.愛ｨ跖鳧,hﾎ8,Xﾈﾂ?8,?ｨ?*ｨ*?(+ﾘ*｢頽Iwh,?ｨ?,X,ﾘ,???+ﾘ??
LeeY-H ?ﾓI?｢?ｵ♪- 宙?悩??
197612) 刧Aドプラ血圧計(ArteriosondeHofhlan-La- ?bﾒ?
Roche)o測定値はECGに残されたo ?s8??
(卦infant用(4×9cm)o全例で使用○ ④授乳30-90分徽quietsleepまたはac- tiVesleepの状態で血圧測定開始○ (参仰臥位 ???,ﾉ[ﾘｼ??h.?ｲ?
LawCM 釘?ﾓB纔ﾜ?①産科データを見ていない2名の丘eld 宙?ﾛi??
199118) ?i[ﾘｼ?workers 宙斐YZ｢?
4.2歳 ???霾ﾈ?ﾇc､F匁???CcXuﾒ?G3回/訪問時.1分間隔で測定 
(参AmericanHeartAssociationが推奨する 基準に準じ選択 @- し51- ?ﾒ?
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Whincup 迭ﾓr綛ﾜ?(丑測定法の訓練を受けた看護師2名 ?X悩??
PH 刧A自動血圧計:Dinamap1846SXP ?bﾒ?
198919) ?参AmerianHeartAssociationが推奨する基 ?s8??ｹn(鰾?ZｨｭHｧX,Y?.?
準に準じ選択 ④- ⑤座位 ?ぴ?
MooreVM 嶋ﾜ?①- ?X悩??
199620) 刧A手動血圧計:mercury血圧計 ?H6bﾒ?
(卦腕周囲に合うもの ?s(枹?ZｨｭHｧX,Y?.?X+ﾘ??
@- ⑤仰臥位 俾ぴ?
TerrenceE 澱ﾓ?b?①十分に訓練を行った(被験者20名の測定 ?ﾒ?
Fbrrester 免ﾂﾓ?ﾜ?済)人物2名 忠}??｢?
199621) 刧A1回/週調整し,毎日空気漏れの有無を検 宙ﾛｳX??ｹn(鰾?ZｨｭHｧX,Y?.?X+ﾘ??
査した自動血圧計:Dinamap1846SX (丑上腕中国径に適したもの @- (9廃位 宙ｼ紕綛?mｩ?.?ﾈ,ﾉ[ﾘｼ?
Stephanie 唐ﾓ?ﾜ?(丑訓練を受けた丘eldnurse2名 ?X悩??
JIC99T7a2g,tor ?i[ﾘｼ?(参毎日メンテナンス済の自動血圧計: ?Xv??
10.46歳 認匁???Ce5?⑧2回 
(参AmeriCanHeartAssociationが推奨する基 準に準じ選択 ④- @- 宙ｼ??,ﾉ?.?ﾈ,ﾉ[ﾘｼ?
BarkerDJP ??粐?丑特別に訓練を受けた看護師 ?Xﾛi??
198923' ?hﾜ?②自動血圧計:Hawkseleyrandomzero ?i[ﾘｼ??Z｢穎)?ﾎ8,?ｩ.?x.鋳?
③上腕周囲径に合うサイズで,上腕の2β ?rﾒ?
を覆うもの010歳では12cm036歳では 12×23cmのレギュラーサイズo (彰安静保持後 @- ?ﾒ?
WdkerSP 免ﾂﾓ?ﾜ?①同一人物が1人で全ての測定を行ったo 宙?悩??
200126' 凾ﾜた.他の1名が26人の小児の血圧を測定 ?c?ZｨｭHﾜ?｢?
し.信感性を確かめたo 宙?8??ZｨｭHｧX,Y?.?ｲ?
②mercury血圧計 (参腕周囲径に合うサイズ(99%が小児サイ ズ.1%が大人サイズを用いた) ④安静保持後 (参座位 宙ﾅC"??mｨ,ﾉ?.?ﾈ,ﾉ[ﾘｼ?
DanielS ?xﾜ?①ⅠsraelDefenseForcesdraftmedicaleXami- ?X悩??
199127) 冢ationcomputerizedrecordsから情報を得た○ ?ﾒ?
②自動血圧計:Bauman血圧計 ?s??
(卦適切なもの ④- ⑤座位 宙ﾅC??ﾉ?.?ﾈ/?ﾉw?
Sally. ?Xﾜ?①訓練を受け.血圧測定を正確に行える看 宙?悩??
Macintyre 剄u師35名 宙?YZ｢?
199128' 刧A自動血圧計:Hawkesleyrandomzero 宙?(??
③全例成人サイズ(35×12cm)- ④安静保持後 ⑤座位 宙ﾅC(?,ﾉ[ﾘｼ?
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Stevenson ?Xﾜ?①SteVensonq ?Xﾛi??
q ?彰6ケ月ごと調節されている自動血圧 ?c?Z｢?
200129' 剏v:Dinamap1846SX 宙-???ZｨｭHｧX,Y?.?ｲ?
@smalladultsizecuff ④安静保持後 ⑤廃位 ???mｨ,ﾉ?.?ﾈ/?ﾉw?ｲ?
Gerhard ?緯?①-- ?辻?
Gennser 刧A72名:mercury血圧計ち名:アネロイ 宙斐s)kﾃ｣c?｢ﾃYkﾃｦﾆ??
1998:L'i} 刄h式血圧計 ?辻?
③- ④- ⑤- ?延??X+ﾓ)?ｨｭH,Y?.溢?ｲ?
LawCM ?hﾜ?①第Ⅴコロトコフ音がわかるようにテープ 宙-鞆i??
1993指' 凾ﾅ訓練を受け.すでに他研究でも血圧を測定 宙秘[ﾘｼ??Z｢壱?(ﾎ2?
Wadsworth 凾ｵている看護師56名 宙ｼ??ン偵BR?
M 刧A自動血圧計:Hawkseleyrandomzero 茶??mｨ,ﾉ?.?ﾈﾜﾉw?
1985抑 刧B12×23cm (彰安静保持後 (参座位 
LawCM 鼎bﾓSHﾜ?(∋産科デ-タを見ていない丘eldworkers4 名 宙-鞆i??
19938' ???in)?鳧ｭB?
BarkerDJP 鼎bﾓS?俐?②自動血圧計:Dinamap 宙?(??
1990;15' ??(卦腕のサイズに合うもの ????.?Y?+X*(ﾈｸ惠/?ｨ?,hｴﾈ?+8.｢?
51-54歳 ?9n)?ﾎ2?Bﾒ?ﾄいるo 
BarkerDJP 鼎bﾓSHﾜ?①産科データを見てい-ない丘eldworkers4 ?Xﾛi??
199035' 剿ｼ ?in)?鳧ｭB?
②自動血圧計:Dinamap ?s(??
③腕のサイズに合うもの ????.?Y?+X*(ﾈｸ惠/?ｨ?,hｴﾈ?+8.｢?
④問診後 @- ?H*(.薬?
LawCM 鉄蔦s??①産科データを見ていない丘eldwokers4 ?Xﾛi??
19938' ?2???ﾒ?
HalesC 鉄蔦c2纔ﾜ?②自動血圧計:Dinamap ?s(??
199136' ??Bﾓs??③腕周囲径にふさわしいもの @- (動座位 ???,ﾉ[ﾘｼ?
DaVidAL 鼎ゅbﾓS???守- ?X悩??
199637ー ?i[ﾘｼ?偵b?d享- ?c?Z｢?
歳 ?"ﾒ?G未記述o文脈からおそらく1回○ 
@- ?泳(ｴﾈ??ijﾈ*?x*?ｸ.x*ﾓ??ﾉ?.?ﾂ?
⑤座位 ??hﾖﾈ*h.x.ｨ.薬?
(　　は明記されていないことを示す｡)
尿病発症リスクがU-shapeを示すという報告も
あり48),出生体重と血圧の関連についても同様の
結果が得られる可能性はないわけではないが,今
後更なる研究が必要だと考えられる｡また.今回
分析した文献では,平均出生体重は日本と異なり,
日本に比して数100g多かったが,このような状
況でも,高出生体重と血圧上昇の関連を報告する
ものは1件のみであり,大部分は低出生体重と血
庄上昇の関連を報告していることから,もし日本
で同様の分析を行うと,日本人の平均出生体重か
ら判断して.出生体重がより大きい群と血圧上昇
の関連は現れず,出生体重と血圧は負の相関を有
するようにみえる可能性があるかもしれない｡
今回の文献検討から,ヒトでは生後6週末満で
は出生体重と血圧に関連性がある可能性は低い
が,それ以降の時期では低出生体重と血圧上昇が
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+平均SBPの嚢化
2　0　8　0　4　2　0　2　4　6ll-ll
(ぎ＼叫HLLAJJ)qY伽OdgS官許
■E3　　　4日　　　1J　　　3ケ月　　　〇ケ月　l-10JL IO代　　　30代　　　●Oft　　　50ft lO代折半10代■半
年齢
※縦軸が平均収縮期血圧の変化､横軸が年齢で､左端を生後数日として年齢順に平均収縮期血圧の変化を
示す｡平均収縮期血圧の変化は､出生体重が1kg増加すると平均に比してどの程度血圧が変化するかを
示す｡
図1.年齢別にみた出生体重lKg増加ごとの平均収縮期血圧変化
関連する"負の相関"を有する可能性が高いと考
えられる｡従来,動物実験では低出生体重･高血
圧の関係が証明しやすいが,ヒトで証明すること
は難しいといわれてきた｡しかし,ヒトでも生後
6週以降は低出生体重･高血圧の関係を言える可
能性が高い｡
2)血圧測定方法
正しい結果を得るためには重要な項目だと考え
られるが,血圧測定方法に関して分析したレ
ビューは見当たらない4954)o
血圧測定者の人数は, 2人以上で測定している
研究は10件で,そのうち6件で測定訓練を行い
測定結果に個人差が生じないよう工夫していた
が,残り4件では訓練に関する記述がなかった｡
複数人が測定にあたる場合には,血圧測定時の個
人差を生じさせない必要があり,訓練を実施する
とともに.訓練の有無･内容に関して記述するこ
とが望まれる｡一方,"測定時の先入観を除くため,
産科データを見ていない"と明記されている論文
が4件あったが.研究者本人が測定している件で,
この事項の明記がなかったので,手動式血圧計で
研究者本人が測定する場合には"産科データを見
ていないが'の明確な記述が必要だと考えられ
る｡測定者は,血圧を正確に測定することができ
る限り,複数人でも1人でも構わないが,複数人
であれば訓練実施の有無と内容, 1人であれば先
′入観を除くための工夫について記述することが望
まれる｡次に,カフサイズに関しては,用いたカ
フサイズの表現型は様々であるが,上腕周囲径に
適切なものを選択している点は全件で共通してい
た｡しかし,未記述例が3件あり,カフサイズは
血圧に影響を与える因子である55'との観点から.
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カフサイズの明記と適切なサイズの採択が必要だ
と考えられる｡続いて,血圧測定時の状態･安静
保持時間･測定姿勢に関して,どの年齢層におい
ても統一されていなかったが,これらは血圧に影
響を与える項目であるので,明記するとともに統
一することが望まれる｡測定部位に関しては右腕･
か左腕で統一されていなかったが,測定部位が血
圧に影響を与える可能性がある56･57)ため,同一実
験では測定部位の統一が必要だと考えられる｡ま
た.機器に関して,血圧計は自動･手動両群間で
差異はない58)との報告があるが,システマテイツ
ク･エラーの影響を考えると.同一研究では統一
することが望ましい｡最後に,測定回数と血圧算
出法については,測定結果に直接影響するもので
あるので,明記するとともに,同一実験での統一
が不可欠だと思われる｡
2.動物における報告
分析した全件で"負の相関"を報告し.ヒトで
の報告を裏付けるものと考える｡
今後の展望
現在,出生体重と血圧の関連性を調査する
フィールドとして,インドが注目されている｡イ
ンドにおける平均非妊時BMIは18と低く,出生
児の平均体重は2,700gで,かつ全出生児の30%
が2,650g以下であり, 21世紀,低栄養一低出生
体重児一高血圧の問題はインドで問題になるとい
われている54)0
ただし,低栄養一低出生体重児一高血圧の問題
が生じる危倶は,インドのみならず,日本も例外
でない｡むしろ,この関係が将来世界で最も著明
に現れるのは日本だと考えられる｡なぜならば,
昨今日本人のやせ女性が増加する59)とともに,
低出生体重児の出生率が増加している6)からであ
る｡しかし,このような低出生体重と高血圧発症
という危険因子を有しているという背景があるも
のの,日本をフィールドとする調査は数える程度
である00)｡日本は母子健康手帳という妊娠期の母
体情報･児の経時的情報の両者を正確に得ること
ができる手段があるにもかかわらず調査がほとん
どなれさていないことは,次世代の健康の確保と
いう観点から,改善すべき状況であると考える｡
とりわけ,血圧は世代間で連鎖する可能性が示唆
されており6l~63).妊娠期の栄養管理が十分になさ
れ低出生体重児が減少し.高血圧症患者が減ると
いうことは,次世代の高血圧症患者が減少する可
能性を示唆する｡これは,ある1つの世代に対す
るアプローチが次世代,次々世代の健康の確保へ
と受け継がれる可能性を示す｡また,高血圧症患
者が減少するならば,医療費減少の効果も,世代
間で連鎖する可能性が示唆されると思われる｡
従来は,生活習慣病の予防として,生後のアプ
ローチが主として考えられてきた｡しかし,その
ような従来のアプローチに加え,妊娠期へのアプ
ローチを行うことで,より効果的に生活習慣病発
症を予防できる可能性があるものと考える｡
今後は,低出生体重と高血圧症発症の問題が最
も危倶されるものの,この分野の研究が少ない日
本もフィールドとし,更なる研究が行われること
が望まれる｡
結　　　論
本研究から.低出生体重が血圧上昇に寄与する
可能性は高いといえ,かつ1世代での血圧上昇は
次世代の血圧上昇に連鎖する可能性がある｡した
がって,妊娠期に十分な栄養管理を行うこと等で
低出生体重児の増加を防ぐことは.次世代の高血
圧症患者を減少させる可能性があると示唆され
る｡
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